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1. 研究成果の概要 

 

①  研究構想にかかる成果 

＜実施したこと＞ 

2023 年度および 2024 年度においては、各研究グループが、プロジェクトの相手側機関との個別の研究協

力体制を構築すべく、早稲田大学グループ：リサイクルプロセスの開発、東京大学グループ：正極材料の長

寿命化、東京理科大学グループ：ナトリウムイオン電池用電極材料の開発、横浜国立大学グループ：リチウ

ムイオン電池用正極材料の開発、東京科学大学グループ：固固界面、イオン伝導についての計算手法開発、

大阪公立大学グループ：固体電解質の開発に取り組んだ。 

 

＜得られた成果＞ 

早稲田大学グループはバーミンガム大学との共同研究を行い、リサイクルした正極材料が良好な充放電特

性を示すことを明らかにした。東京理科大学グループは、フンボルト大学との共同研究を行い、電極反応機構

の解明に成功した。またワシントン大学との共同研究では充放電中の電極界面微細構造の追跡に成功した。

東京科学大学グループは、ブラウン大学との共同研究を行い、全固体電池における固体ー固体界面の設計

指針を提案することに成功した。横浜国立大学グループは、ニューサウスウェールズ大学との共同研究を行い、

正極材料の充放電反応に伴う構造変化を解明することに成功した。 

 

② 国際ネットワーク構築・拡大／国際頭脳循環の促進に資する若手研究者の人材育成に関する成果 

＜実施したこと＞ 

各研究機関が若手研究者を相手側機関に派遣し、活発な国際共同研究による人材育成に取り組んだ。

具体的には、早稲田大学は英国のキングズ・カレッジ・ロンドン、およびバーミンガム大学に 3 名の若手研究者

をのべ 7 か月間派遣した。東京大学は、ワシントン大学を始めとする米国の大学に若手研究者をのべ 2 週間

派遣した。東京理科大学は、ワシントン大学を始めとする米国の大学、およびドイツのフンボルト大学に 5 名の

若手研究者をのべ 4 か月間派遣した。東京科学大学は、米国のブラウン大学、およびオーストラリアのクイーン

ズランド大学に 2 名の若手研究者をのべ 6 か月間派遣した。横浜国立大学は、1 名の若手研究者をのべ 1

か月間オーストラリアのニューサウスウェールズ大学に派遣し、また、1名の米国の研究者を招聘した。 

更に、各研究機関は相手側機関の海外研究者をそれぞれ招聘し、緊密な研究打合せを行うとともに、各研

究機関でセミナーを開催し、若手の育成、ネットワーク構築に取り組んだ。 

 

＜得られた成果＞ 

早稲田大学は、キングズ・カレッジ・ロンドンとの共同研究で、ナトリウム二次電池のライフサイクルアセスメント

とコスト計算を実施、ホットスポットを明らかにした。加えて、現行リチウムイオン二次電池と比較し、二酸化炭素

排出量やコスト等の関係を明らかにした。東京大学は、メリーランド大学との共同研究で、電極電位に関する

機構を解明した。東京科学大学は、ブラウン大学との共同研究で、全固体電池における固体ー固体界面の

構造、電子・イオン状態の解明に成功した。 

 

2．研究実施体制 

 

研究テーマ 中心となる研究者氏名 所属機関・部署・役職名 

リサイクルプロ
セスの開発 

大久保 將史 
Emma Kendrick 
 
Laura Lander 
 

早稲田大学・理工学術院・教授 
Birmingham University, School of 
Metallurgy and Materials, Professor 
King’s College London, Department of 
Engineering, Lecturer 



 

負極・正極材
料の開発 

駒場 慎一 
 
Philipp Adelhelm 
 

東京理科大学・理学部第一部応用化学
科・教授 
Humboldt University, Institute of 
Chemistry, Professor 

正極材料の
開発 

藪内 直明 
Neeraj Sharma 
 

横浜国立大学・大学院工学研究院・教授 
University of New South Wales, School 
of Chemistry, Professor 

電解液の開
発 

山田 淳夫 
Jie Xiao 
 
 

東京大学・大学院工学系研究科・教授 
Pacific Northwest National Laboratory, 
Energy&Environmental Division, 
Laboratory fellow 

固体電解質
の開発 

林 晃敏 
Shyue Ping Ong 
 

大阪公立大学・大学院工学研究科・教授 
UC San Diego, Department of 
NanoEngineering, Professor 

イオン伝導の
理論計算解

析 

館山 佳尚 
 
Shyue Ping Ong 
 
Yue Qi 
 

東京科学大学・科学技術創成研究院・教
授 
UC San Diego, Department of 
NanoEngineering, Professor 
Brown University, School of 
Engineering, Professor 
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